
推薦地：やんばるの森（沖縄島北部）

三の沼と羅臼岳（知床）

兄島（小笠原諸島） 縄文杉（屋久島）

奥明石のブナ林（白神山地）

推薦地：ヒカゲヘゴ（奄美大島）

特 集 日本が誇る世界自然遺産
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万高原町 「林業成長産業化地域構想」を背景に産学官の連携を通して多角的な取り組みを推進

12	 海外・現場最前線からのお便り　セネガルの砂漠化・森林減少と持続可能な自然資本（蜜蝋）を利用した森林保全の取組

14	 TOPICS 02　特定母樹の申請・指定と原種苗木の増殖・配布の推進
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鳥
ちょうかい

海自然休養林（中島台地区）（秋田県）

【概要】
　秋田県と山形県の県境にそびえる名峰、鳥海山の中腹に位置し、木々の中に
は、太い枝を四方八方に伸ばす異形ブナが混在する不思議な森林です。

【見どころ】
　「あがりこ大王」や「あがりこ女王」と呼ばれる異形ブナを代表とする神秘
の森には、鳥海山の清

せいれつ

冽な湧水が数多く見られます。この低温で豊富な湧水は
珍しい動植物を育んでおり、隣接する史跡名勝天然記念物「獅

し し が は な

子ヶ鼻湿原」で
は、希少なコケの種類でもある「鳥海マリモ」の群生が見られます。

【イベント等】
　「あがりこ大王」や「鳥海マリモ」などを巡る一周約５kmの散策路は比較
的平坦なため、２時間半程度で気楽に散策ができ、新緑から紅葉の時期まで楽
しめます。また、これからの時期は避暑を兼ねて異形ブナの森を訪ねてみては
いかがでしょうか。

【アクセス】
　中
なかじま

島台
だい

：JR象
きさかた

潟駅から自動車で約 30分

工
くいしやま

石山自然休養林（高知県）

【概要】
　工石山は高知市と土佐郡土佐町にまたがる分水嶺に位置し、山頂へ続く登山
道は緩やかで、途中には休憩所が整備され、お年寄りや子どもでも気軽に登る
ことができます。

【見どころ】
　工石山は、石灰岩の山で、変わった形の岩が多く、妙

みょうたいいわ

体岩やヒノキ屏
びょうぶいわ

風岩、
賽
さい

の河原、白
しろ

鷲
わしいわ

岩などの名前が昔から付けられ親しまれています。中でも白鷲
岩からは雄大な太平洋を望むことができます。また、４月中旬にはアケボノツ
ツジやミツバツツジ、５月中旬にはシャクナゲ等の低木類、９月中旬からアサ
マリンドウなど、四季折々の花が楽しめ、豊かな自然と触れ合うことができます。

【イベント等】
　アケボノツツジ等の木々や草花を鑑賞し清掃活動を行いながら交流を深める
ため、毎年「美しの森　工石山クリーンハイキング」が開催されています。

【アクセス】
　工石山青少年の家（登山道入口近く）：高知駅から自動車で約１時間

「日
にっぽん

本美しの森 お薦め国有林」のご紹介
詳細については「日本美しの森 お薦め国有林」のウェブサイト

（http://www.rinya.maff.go.jp/j/kokuyu_rinya/kokumin_mori/

katuyo/reku/rekumori/）をご覧ください。
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　日本政府は、平成31年２月１日、世界遺産条約の事務局
であるユネスコ世界遺産センターに推薦書を提出しました。
　推薦地の森林には、アマミノクロウサギ、ヤンバルクイナ、
イリオモテヤマネコなど多くの固有種や絶滅危惧種が生息
しており、世界的にみても、極めて貴重な地域です。
　推薦地の約７割を国有林野が占めており、林野庁九州森
林管理局では、推薦地の国有林野内に生息・生育している
希少種・固有種等の保護を図るため、生息状況などの調査、
生息環境の維持のための巡視を行うなど、世界遺産一覧表
への記載に向けて、また、将来的にも世界遺産の価値を保
全できるよう、関係機関と連携して取組を行っています。
　これらの地域については、令和２年夏頃に開催される世
界遺産委員会において、登録の可否が決定される予定です。

　現在、日本では「知床」「白神山地」「小笠原諸島」「屋久島」
の４地域が世界自然遺産に登録されています。
　これらの地域には、いずれも豊かな森林が存在しており、
その９割以上は林野庁が直接管理する国有林野です。林野庁
ではこれらの国有林野を森林生態系保護地域に設定し、地域
住民や関係機関と連携しながら保全管理を行っています。
　また、新たに「奄美大島、徳之島、沖縄島北部及び西表島」
を世界自然遺産として推薦しているところです。

知 床

西表島

沖縄島北部

徳之島

奄美大島

鹿児島県

沖縄県

いりおもてじま

とくのしま

おきなわじまほくぶ

あまみおおしま

： 推薦地

日本が誇る
世界自然遺産

概　要
約1,200km にわたって弧状に点在する琉球列島の一部であり、鹿児島県
の奄美大島と徳之島、沖縄県の沖縄島北部と西表島の４つの地域で構成
推薦区域面積 426.98km2

奄
あ ま み お お し ま

美大島、徳
と く の し ま

之島、沖
お き な わ じ ま

縄島北
ほ く ぶ

部及び西
い り お も て じ ま

表島

奄美大島、徳之島、
沖縄島北部及び
西表島（推薦地） 白神山地

小笠原諸島屋久島

やんばるの森（沖縄島北部）

ヒカゲヘゴ（奄美大島）ヤンバルクイナ

（沖縄島北部）イリオモテヤマネコ

（西表島）
ツマベニチョウ

（沖縄島北部）

世界自然遺産推薦地
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知
し れ

 床
と こ 　知床半島が面するオホーツク海は、北半球で最も低緯

度で流氷を観測できる地域です。
　この流氷がもたらす栄養分が植物性プランクトンの
発生を促し、トドをはじめとする海

かいせいほにゅうるい

棲哺乳類、海と川
を行き来するサケ科の魚類、これを餌とするヒグマな
どの陸

りくじょうほにゅうるい

上哺乳類やシマフクロウ、オジロワシといった
猛
もうきんるい

禽類など、海や山に棲む様々な生き物を育んでいます。
　また、知床には希少な動植物が数多く生息・生育して
います。植物では固有種であるシレトコスミレやチシマ
コハマギクなどが生育し、鳥類では国際的な希少種であ
るシマフクロウやオオワシ、オジロワシの繁殖地・越冬
地となっています。
　さらに、限られた地域の中に多様な森林生態系が成立
しており、ヒグマやエゾシカなどの大型の哺乳類が高密
度で生息し、知床の自然の豊かさを象徴しています。
　遺産区域の陸域の９割以上を国有林野が占めており、
林野庁北海道森林管理局では、海域と陸域とのつながり
の改善を図るため治山ダムの改良を行い、サケ科魚類の
遡
そじょう

上環境を整えるなど、そこに生息する野生生物の保
護や遺伝資源を保存するために様々な取組を行ってい
ます。

概　要
平成 17 年登録
世界遺産評価基準：（iX）生態系・（X）生物多様性
知床半島中央部から先端部にかけた陸域とその周辺海域
面積 711km2（陸域 487km2、海域 224km2）

知床五湖

フレペの滝

ウトロ港

知床岳

知床岬

羅臼岳

遠音別岳

硫黄山

羅臼湖
らうすこ

らうすだけ

知床峠

北海道

国後島

知床半島

オホーツク海

根室海峡

しれとこごこ

しれとことうげ

おんねべつだけ

いおうざん

しれとこだけ

しれとこみさき

： 登録地域

シマフクロウ

シレトコスミレヒグマ

流氷の訪れ

三
さ ん の ぬ ま

の沼と羅
ら う す だ け

臼岳
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白
し ら か み さ ん ち

神山地
　白神山地は、青森県南西部と秋田県北西部の県境にま
たがる山岳地帯の総称です。白神山地に広がるブナの原
生林は東アジアで最大規模を誇り、約12,000～ 8,000
年前から北日本の丘

きゅうりょう

陵や山地を覆っていた冷温帯のブナ
林が残存する、世界的にも珍しい地域です。
　この地域は、比較的標高の低いところでも年平均気温
が９℃以下と低く、積雪量は250㎝以上という気象条件
にあります。このため、ブナやミズナラ、カエデ類など
を中心とした冷温帯落葉広葉樹林が、山腹から山頂付近
まで広く分布しており、局地的には、ミヤマナラ、ヒメ
ヤシャブシ、キタゴヨウ、サワグルミなどを主とした森
林が見られるほか、稜

りょうせんぶ

線部にはハイマツ帯も見られます。
　動物としては、老

ろうれいりん

齢林を含む多様な森林環境を必要と
するクマゲラなどの鳥類、ニホンカモシカ、ツキノワグマ

などの大型哺乳類が生息しています。
　遺産区域の全域が国有林野であり、林野庁東北森林管
理局では、地域のボランティア巡視員、地元自治体など
と連携し、入山者が多くなる６～９月に巡視活動や普及
啓発活動などの保全管理を目的とした合同パトロールを
実施しています。また、近年白神山地周辺で目撃される
ようになったニホンジカについて、関係機関と連携して
生息情報の把握を行うなど、白神山地を健全な状態で後
世に引き継いでいくために様々な取組を行っています。

概　要
平成５年登録
世界遺産評価基準：（iX）生態系
青森県南西部と秋田県北西部の県境にまたがる山岳地帯
面積 169.71km2

真瀬岳
真瀬渓谷

赤石川渓流

二ツ森

くろくまの滝

暗門の滝

美山湖
白神岳

向白神岳

十二湖

秋田県

青森県

日本海

あんもんのたき

あかいしがわけいりゅう

みやまこ

むかいしらかみだけ

しらかみだけ

たき

ませだけ

ませけいこく

ふたつもり

じゅうにこ

： 登録地域

あらたな森林空間利用を巡るうごき
～「森林サービス産業」の創出に向けて～

奥赤石のブナ林
ニホンカモシカクマゲラ

暗
あんもんのたき

門の滝

向
むかいしらかみだけ

白神 岳
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小
お が さ わ ら し ょ と う

笠原諸島
　小笠原諸島は、日本の本土から約1,000㎞離れ、大陸と一度も陸続き
になったことがない海洋島であり、動植物が独自の進化を遂げたことか
ら、小笠原諸島でしか見られない固有種が数多く生息・生育しています。
　森林については、ムニンヒメツバキやシマイスノキなど土壌の薄い乾
燥した環境に適応した「乾

かんせいていぼくりん

性低木林」や、シマホルトノキなど土壌の発達
した湿潤な環境に分布する「湿

しっせいこうぼくりん

性高木林」に代表される、世界的に貴重
な固有の樹種で構成される森林生態系が成立しています。鳥類ではアカ
ガシラカラスバトやハハジマメグロなどが、また、小笠原諸島唯一の固
有哺乳類としてオガサワラオオコウモリが生息しています。
　小笠原諸島では、遺産区域の陸域の約８割を国有林が占めており、林
野庁関東森林管理局では、外来種に対して脆

ぜいじゃく

弱で特異な生態系を守るた
め、固有種を含む在来種の生育地を奪うアカギなどの外来植物の駆除を
行っています。また、父島の東

ひがしだいら

平は、アカガシラカラスバトの重要な繁
殖地となっており、「アカガシラカラスバトサンクチュアリー」を設定し、
その保護に取り組んでいます。

概　要
平成 23 年登録
世界遺産評価基準：（iX）生態系
小笠原諸島の陸域（一部の島と、父島及び母島の一部を除く）
及び父島及び母島周辺の一部の海域
面積 79km2（陸域 64km2、海域 16km2）

父島列島

婿島列島

母島列島

西之島

北硫黄島

硫黄島

南硫黄島

小
笠
原
群
島

火
山
列
島

小笠原諸島

太平洋

むこじまれっとう

ちちじまれっとう

ははじまれっとう

にしのしま

きたいおうとう

いおうとう

みなみいおうとう

か
ざ
ん
れ
っ
と
う

お
が
さ
わ
ら
ぐ
ん
と
う

： 登録地域

兄島

南島  扇池砂浜

アカガシラカラスバト
キノボリカタマイマイ

父島の乾性低木林
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屋
や く し ま

久島
　屋久島は、標高2,000mに迫る九州最高峰の宮

みやのうらだけ

之浦岳を有し、
亜熱帯性植物を含む海岸部の暖温帯から山頂付近の冷温帯や
高層湿原に及ぶ典型的な植生の垂直分布が見られる北半球の
温帯地域では他にほとんど例のない生態系を有しています。
　また、年間降水量が8,000㎜を超える多雨環境に適応した
渓流植物や着生植物を豊富に含む特殊な生態系を有しており、
樹齢1,000年を超えるヤクスギの原生的な天然林が作り出す
世界的にも特異な景観が見られます。
　そこには、ヤクシマダケ（ヤクザサ）やヤクシマリンドウ
などの固有種が自生し、ヤクシカやヤクシマザル、ヤクシマ
カケスやヤクコマガラなど、多様な動植物が生息しています。
　遺産区域の９割以上を国有林野が占めており、林野庁九州森
林管理局では、森林のモニタリングや登山道沿いでの植生回復
や衰退防止措置、巡視活動など様々な取組を行っています。

概　要
平成５年登録
世界遺産評価基準：（Vii）自然美・（iX）生態系
宮之浦岳を中心とした島の中央山岳地帯に加え西は国

くにわりだけ
割岳を経て海岸部まで

連続し、南はモッチョム岳、東は愛
あ い こ だ け

子岳へ通じる山
さんりょうぶ

陵部を含む区域
面積 107.47km2

千尋の滝

縄文杉

宮之浦岳

永田岳国割岳

永田いなか浜

安房川渓谷

白谷雲水峡

二代大杉

大川の滝
紀元杉

花之江河
西部林道

モッチョム岳

屋久島

東シナ海

太平洋

しらたにうんすいきょう

にだいおおすぎ

じょうもんすぎ

ながただけくにわりだけ

みやのうらだけ

あんぼうがわけいこくはなのえごう

小花之江河
こはなのえごう きげんすぎ

せんぴろのたき

おおこのたき

せいぶりんどう

ながた

： 登録地域

あらたな森林空間利用を巡るうごき
～「森林サービス産業」の創出に向けて～

縄文杉

小
こ は な の え ご う

花之江河

ヤクシカ

ヤクシマシャクナゲ
高
こうばんだけ

盤岳（トーフ岩）
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矢
や の

野 昌
まさひろ

裕　国立研究開発法人農業・食品産業技術総合研究機構　本部総括調整役（兼）農業情報研究センター　主席研究員

「イネゲノム情報の解析と品種改良への応用」に関する功績
育種の分野で、イネについて複雑な遺伝子ネットワークの解析に世界に先駆けて取り組み、開花調節の鍵
遺伝子など数多くの重要遺伝子を発見し、その研究成果がイネ新品種の開発などに応用されるなど、植物
の基礎科学や食料生産の基盤形成に大きく貢献。

輿
こしみず

水 肇
はじめ

 　公益財団法人都市緑化機構　代表理事・理事長　

「都市における植栽基盤整備技術の開発」に関する功績
造園緑地の分野で、屋上緑化や埋立地緑化などの都市の人工地盤緑化における技術を確立するとともに、
その研究成果が「緑化事業における植栽基盤整備マニュアル」としてまとめられ全国の造園工事のスタン
ダードとして応用されるなど、わが国の造園緑地分野全体の発展に大きく貢献。

TOPICS 01

第13回 みどりの式典 
～みどりの学術賞授与・緑化推進運動功労者内閣総理大臣表彰～

　４月26日、東京都千代田区の憲政記念館で、天皇皇后両陛下ご臨席の下、菅内閣官房長官、吉川農林水
産大臣をはじめ約230名が出席し、第13回みどりの式典が開催されました。式典では、「みどりの学術賞」
の授与及び「緑化推進運動功労者内閣総理大臣表彰」が行われました。

　「みどりの学術賞」は、国内で植物・森林・緑地・造園・自然保護等の研究、技術の開発など「みどり」に関する学術上の
顕著な功績のあった個人に授与される賞です。
　平成31年の受賞者は、輿

こしみず

水 肇
はじめ

氏と矢
や の

野 昌
まさ

裕
ひろ

氏の２名で、それぞれの功績は以下のとおりです。

第13 回 みどりの学術賞

菅内閣官房長官から表彰をうけた矢野昌裕氏
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みどりの学術賞と緑化推進運動功労者内閣総理大臣表彰の受賞者を代表して挨拶をする輿水肇氏

　「緑化推進運動功労者内閣総理大臣
表彰」は、緑化活動の推進や緑化思想
の普及啓発に顕著な功績のあった個
人・団体を表彰するもので、平成31年
は13の個人・団体が表彰されました。

緑化推進運動功労者内閣総理大臣表彰

田
た し ろ

代 俊
と し お

夫 （栃木県塩谷郡塩谷町）

岩
い わ た

田 洋
ひろし

　 （埼玉県秩父郡長瀞町）

興
こうろき

梠 幸
よ し お

男 （宮崎県西臼杵郡高千穂町）

個 人

標
しべちゃちょうりつなかちゃんべつしょうちゅうがっこう

茶町立中茶安別小中学校（北海道川上郡標茶町）

青
あおもり

森県
けんりつ

立柏
かしわぎ

木農
のうぎょう

業高
こうとう

等学
がっこう

校（青森県平川市）

新
しんちちょうりつ

地町立駒
こま

ケ
が

嶺
みね

小
しょうがっこう

学校（福島県相馬郡新地町）

東
ひがしやまとし

大和市狭
さ や ま

山緑
りょくち

地雑
ぞう

木
きばやし

林の会
かい

（東京都東大和市）

株
かぶしき

式会
がいしゃ

社ロック・フィールド　静
しずおか

岡ファクトリー（静岡県磐田市）

中
なかぎょう

京・花
はな

とみどりの会
かい

（京都府京都市）

花
はな

いっぱいさあくる（京都府綴喜郡宇治田原町）

特
とくてい

定非
ひ え い り

営利活
かつどう

動法
ほうじん

人西
にしちゅうごく

中 国山
さ ん ち

地自
し ぜ ん し

然史研
けんきゅうかい

究会（広島県山県郡北広島町）

特
とくてい

定非
ひ え い り

営利活
かつどう

動法
ほうじん

人則
のりまつ

松金
きんざんがわ

山川コスモス会
かい

（福岡県北九州市）

サントリービール株
かぶしき

式会
がいしゃ

社　九
きゅうしゅうくまもとこうじょう

州熊本工場（熊本県上益城郡嘉島町）

団 体

みどりの学術賞関連イベントの参加者募集

受賞記念講演会【入場無料】
日時：令和元年 6月 22日（土）13：30～ 16：00（13:00 開場）
場所：中央合同庁舎８号館１階 内閣府講堂（東京都千代田区永田町 1-6-1）
内容：	みどりの学術賞受賞者２名が研究内容を講演。
	 輿水 肇氏による講演　「都市土壌の類型と緑化への展開」
　　　 矢野 昌裕氏による講演　「ゲノム解読がもたらす作物品種改良の新展開」

トークセッション【日本科学未来館の入館料のみで参加可、申込み不要】
日時：令和元年 8月 3日（土）14：30～ 15：30　講師：矢野 昌裕氏
　　　令和元年 8月 4日（日）14：30～ 15：30　講師：輿水 肇氏
場所：日本科学未来館５階 コ・スタジオ（東京都江東区青海 2-3-6）
内容：	みどりに関する学術的な研究を分かりやすく伝える活動を行う「みどりの

科学コミュニケーター」が、みどりの学術賞受賞者を迎え、研究内容や成
果、そこに至るまでの研究の道のりをトークセッションという形で紹介。

　今年のみどりの学術賞受賞者である輿水肇氏と矢野昌裕氏を迎えたイベントが以下のとおり開催されます。
「みどり」にご関心をお持ちの皆様のご参加をお待ちしています。

※申込み方法等は、以下のウェブサイ
トをご確認ください。
https://www.cao.go.jp/midorisho/
houdo/houdo190517.html

※詳細は未来館ホームページで後
日公表します。
https://www.miraikan.jst.go.jp/
event/



久万高原町
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林
業
成
長
産
業
化
地
域
創
出
モ
デ
ル
事
業 

❿

久
万
高
原
町
の
現
況

　

愛
媛
県
上か
み
う
け
な
ぐ
ん

浮
穴
郡
久
万
高
原
町
は
、
平

成
16
年
に
上
浮
穴
郡
内
４
ヵ
町
村（
久く
ま
ち
ょ
う
万
町
、

面お
も
ご
む
ら
河
村
、
美み
か
わ
む
ら
川
村
、
柳や
な
だ
に
む
ら

谷
村
）
が
合
併
し
誕

生
し
ま
し
た
。
当
町
は
、
愛
媛
県
の
中
間
に

位
置
し
総
面
積
５
８
，３
６
９
ha
の
県
下
最

大
の
面
積
を
有
し
、
そ
の
内
森
林
面
積
は

５
２
，５
１
８
ha（
森
林
率
90
％
）、
民
有
林

面
積
４
３
，３
６
８（
82
％
）と
い
う
山
林
に

覆
わ
れ
た
町
で
す（
図
１
参
照
）。

　
当
町
で
は
、
平
成
17
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
、

久
万
広
域
森
林
組
合
及
び
当
町
と
愛
媛
県
の

連
携
に
よ
る
提
案
型
施
業
地
集
約
化
事
業

「
久
万
林
業
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」（
年
間

集
約
面
積
概
ね
１
，０
０
０
ha
）に
よ
り
森
林

整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
農
家
林
家
を
中
心
と
し
た
個
人
所

有
林
に
お
け
る
自
伐
施
業（
年
間
推
計
５
万

㎥
）も
盛
ん
に
行
わ
れ
て
お
り
、
合
わ
せ
て

域
内
の
素
材
生
産
量
は
年
間
概
ね
20
万
㎥
で

推
移
し
て
い
ま
す
。
林
業
総
生
産
額
は
概
ね

25
億
円
で
あ
り
、
林
業
は
町
の
基
幹
産
業
と

な
っ
て
い
ま
す（
図
２
参
照
）。

　

林
業
成
長
産
業
化
に

向
け
た
取
り
組
み

　
平
成
29
年
に
当
町
は
、
林
野
庁
事
業「
林

業
成
長
産
業
化
地
域
創
出
モ
デ
ル
事
業
」
の

モ
デ
ル
地
域（
全
国
16
ヶ
所
）
に
選
定
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
選
定
に
先
立
ち
、
当
町
で
は

「
林
業
成
長
産
業
化
地
域
構
想
」
を
策
定
し

ま
し
た
。

　
地
域
構
想
で
は
、「
林
業
日
本
一
の
ま
ち

づ
く
り
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、
①
森

林
資
源
か
ら
木
材
製
品
ま
で
の
物
流・
商
流

の
一
元
化
、
②
森
林
経
営
者
を
含
む
担
い
手

の
確
保・
育
成
、
③
町
産
材
の
ブ
ラ
ン
ド
化

と
利
用
拡
大
、
④
森
林
の
多
面
的
利
用
推
進

図１

図３

図２

３

３ ３

３

３３
３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

愛
媛
県
久く

ま
こ
う
げ
ん
ち
ょ
う

万
高
原
町

「
林
業
成
長
産
業
化
地
域
構
想
」を
背
景
に

産
学
官
の
連
携
を
通
し
て
多
角
的
な
取
り
組
み
を
推
進
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注
も
視
野
に
入
り
ま
し
た（
図
４
参
照
）。

　
加
え
て
、
施
業
現
場
に
お
け
る
日
々
の
木

材
生
産
量
や
作
業
進
捗
状
況
を
受
発
注
者
間

で
共
有
で
き
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
を
開
発
し

ま
し
た
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
の
活
用
に
よ
り
、

需
要
側
の
求
め
る
造
材
を
行
う
な
ど
、
需
給

関
係
に
沿
っ
た
生
産・
流
通
体
制
の
構
築
を

目
指
し
て
い
ま
す（
図
５
参
照
）。

（
２
）	 森
林
経
営
者
を
含
む
担
い
手
の
確
保・

育
成

　
兼
業
林
家
や
一
人
親
方
な
ど
こ
れ
ま
で
正

確
に
把
握
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
林
業
従
事
者

を
取
り
ま
と
め
、
そ
の
活
動
を
支
援
す
る
こ

と
で
将
来
的
な
林
業
の
担
い
手
確
保
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
森
林
所
有
者
を
中
心
に
森
林
に
興

味
を
持
つ
方
を
対
象
と
し
、
森
林
経
営
の
基

本
事
項
を
学
ぶ
た
め
の
森
林
経
営
講
座
と
林

業
の
基
本
を
学
ぶ
た
め
の
基
礎
実
習
を
愛
媛

大
学
や
愛
媛
県
と
連
携
し
て
開
設
し
て
い
ま

す
。

（
３
）	町
産
材
の
ブ
ラ
ン
ド
化
と
利
用
拡
大

　
町
産
材
の
利
用
拡
大
を
目
的
に
、
法
政
大

学
と
連
携
し
て
、
機
能
性
の
高
い
木
造
住
宅

を
開
発
し
ま
し
た
。
こ
の
住
宅
の
販
売
に
関

連
し
て
現
在
、
町
内
の
原
木
市
場
と
製
材
工

場
、
そ
し
て
愛
媛
県
下
の
建
築
事
業
者
が
連

携
し
て
部
材
供
給
を
行
え
る
体
制
整
備
を
目

指
し
て
い
ま
す（
写
真
１
参
照
）。

　
ま
た
、
町
産
材
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
目
指
し
、

中
国・
台
湾
を
中
心
に
当
町
で
生
産
さ
れ
る

製
材
品
・
木
製
品
の
中
で
も
高
付
加
価
値
な

商
品
に
つ
い
て
輸
出
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

（
４
）	森
林
の
多
面
的
利
用
推
進

　
当
町
の
魅
力
と
主
力
産
業
で
あ
る
林
業
・

製
材
業
へ
の
都
市
部
住
民
の
理
解
醸
成
を
目

的
と
し
た
林
業
体
験
ツ
ア
ー
を
毎
年
開
催
し

て
い
ま
す
。
ツ
ア
ー
の
開
催
に
あ
た
っ
て
は
、

愛
媛
県
内
の
建
築
事
業
者
と
も
連
携
し
、
町

産
材
の
魅
力
な
ど
も
Ｐ
Ｒ
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す（
写
真
２
参
照
）。

お
わ
り
に

　
モ
デ
ル
事
業
の
運
営
に
当
た
っ
て
は
、
委

員
会
を
設
置
し
、
町
内
の
林
業・
製
材
業
関

係
者
の
他
、
愛
媛
大
学（
森
林
、
林
業
）や

法
政
大
学（
木
材
利
用
、
建
築
）と
い
っ
た
大

学
、
さ
ら
に
は
、
Ｉ
Ｔ
企
業
や
金
融
機
関
と

い
っ
た
こ
れ
ま
で
林
業
と
は
あ
ま
り
関
わ
り

の
な
か
っ
た
企
業
、
そ
し
て
愛
媛
県
や
愛
媛

森
林
管
理
署
な
ど
の
広
域
行
政
機
関
も
参

画
し
て
、
こ
れ
ま
で
は「
中
山
間
部
の
問
題
」

と
し
て
の
み
捉
え
が
ち
に
さ
れ
て
き
た
課
題

を「
都
市
部
も
含
め
て
共
に
解
決
す
る
方
法
」

を
模
索
し
て
い
き
ま
す
。

と
い
う
４
つ
の
目
標
を
立
て
、
こ
れ
を
実
現

す
る
た
め
、
産
官
学
民
連
携
に
よ
る「
地
域

総
合
商
社
」
の
設
立
を
目
指
す
こ
と
と
な
っ

て
い
ま
す（
図
３
参
照
）。

　
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み

（
１
）	 森
林
資
源
か
ら
木
材
製
品
ま
で
の

	

物
流・
商
流
の
一
元
化

　
ド
ロ
ー
ン
に
よ
り
撮
影
し
た
高
精
細
画
像

（
４
Ｋ
）を
分
析
し
、
森
林
資
源
量
を
把
握
す

る
シ
ス
テ
ム
を
開
発
し
ま
し
た
。
こ
の
開
発

に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た
森
林
調
査

に
係
る
労
力
が
大
幅
に
削
減
で
き
る
と
同
時

に
、「
森
林
資
源
量
＝
立
木
在
庫
量
」
も
把

握
可
能
と
な
り
、
在
庫
に
基
づ
く
事
業
受
発

図４

図５

▲▼写真２　久万林業応援団の育成

写真１　機能性の高い木造住宅



セネガルの砂漠化・森林減少と

持続可能な自然資本（蜜
み つ ろ う

蝋）を利用した

森林保全の取組

　　　　　　在セネガル大使館　榎本大輔二等書記官

République du Sénégal

海外・現場最前線
からのお便り　

海外で活躍する林野庁職員の近況を
シリーズで報告します
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セ
ネ
ガ
ル
共
和
国（
以
下
、セ
ネ

ガ
ル
）は
、サ
ハ
ラ
砂
漠
の
南

縁
、ア
フ
リ
カ
大
陸
最
西
端
に
位
置
し

て
い
ま
す
。北
部
か
ら
中
部
に
か
け
て

は
少
雨
で
あ
る
た
め
灌か
ん
ぼ
く木
と
草
原
、そ

し
て
星
の
王
子
様
で
も
有
名
な
バ
オ

バ
ブ（
１
）の
疎
林
が
広
が
り
、中
部
海

岸
沿
い
で
は
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
林（
２
）、

南
部
に
は
熱
帯
雨
林
が
広
が
る
な
ど
、

我
が
国
の
本
州
と
同
じ
約
20
万
㎢
程

の
国
土
の
中
に
多
様
な
植
生
を
有
し

て
い
ま
す
。

　

セ
ネ
ガ
ル
は
半
乾
燥
草
原
か
ら
灌

木
の
茂
る
サ
バ
ン
ナ
へ
の
移
行
地
帯

に
あ
た
る
、い
わ
ゆ
る「
サ
ヘ
ル
地
域
」

を
代
表
す
る
国
の
一
つ
で
あ
り
、そ
の

植
生
環
境
は
気
候
の
変
動
に
左
右
さ

れ
や
す
く
非
常
に
脆
弱
で
す
。そ
の

た
め
、有
史
以
降
に
お
い
て
も
大
規

模
な
干
ば
つ
を
繰
り
返
し
、近
年
も

１
９
７
０
年
前
後
に
サ
ヘ
ル
地
域
一

帯
で
発
生
し
た
大
干
ば
つ
に
お
い
て

多
く
の
命
が
失
わ
れ
ま
し
た
。そ
れ
以

降
セ
ネ
ガ
ル
で
は
今
現
在
ま
で
少
雨

状
態
が
続
い
て
お
り（
図
１
）、さ
ら
に

農
地
開
発
や
過
放
牧
等
の
人
間
活
動

の
活
発
化
に
よ
り
砂
漠
化
が
進
行
し

て
い
ま
す
。

　

セ
ネ
ガ
ル
政
府
及
び
日
本
政
府
を

含
め
た
各
国
ド
ナ
ー
は
、セ
ネ
ガ
ル
の

砂
漠
化
対
策
と
し
て
こ
れ
ま
で
に
も

植
林
、薪
炭
材
利
用
対
策
等
を
実
施
・

支
援
し
て
き
ま
し
た
。特
に
２
０
０
７

年
に
ア
フ
リ
カ
連
合（
Ａ
Ｕ
）の
主
導

に
よ
っ
て
、ア
フ
リ
カ
西
岸
の
セ
ネ
ガ

ル
か
ら
東
岸
の
ジ
ブ
チ
の
沿
岸
部
ま

で
の
約
７
，０
０
０
㎞
を
植
林
帯
で
つ

な
ぐ
こ
と
を
目
指
し
て
始
ま
っ
た
壮

大
な
計
画
で
あ
る「
緑
の
万
里
の
長

城
」プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
い
て
、セ
ネ

ガ
ル
は
最
も
重
点
的
に
植
林
事
業
が

行
わ
れ
た
国
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、セ
ネ
ガ
ル
の
中
・
南
部
に
広

が
る
森
林（
３
）も
人
口
増
加
に
伴
う

薪
炭
材
の
利
用
増
大
、森
林
の
農
地
転

用
や
違
法
伐
採
等
に
よ
り
減
少
を
続

け
て
お
り（
図
２
）、森
林
管
理
を
所
管

現場視察中の榎本書記官（右） 

１ セネガル北部の草原とバオバブ  

２ セネガル中部のマングローブ林

３ セネガル南部の森林と伐採された木材
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す
る
セ
ネ
ガ
ル
環
境
・
持
続
開
発
省
も

近
年
職
員
を
大
幅
に
増
や
し
て
、違
法

伐
採
の
取
り
締
ま
り
を
強
化
す
る
な

ど
の
対
応
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、現
状

す
べ
て
に
対
応
で
き
て
い
な
い
状
況

で
す
。

　

在
セ
ネ
ガ
ル
日
本
大
使
館
で
は
、こ

う
し
た
セ
ネ
ガ
ル
の
森
林
減
少
の
状

況
に
鑑
み
、２
０
１
６
年
か
ら
、「
草

の
根
・
人
間
の
安
全
保
障
無
償
資
金
協

力
」等
で
、自
然
資
本
で
あ
る
ミ
ツ
バ

チ
の
巣
か
ら
蜜
蝋
を
精
製
す
る
た
め

の
施
設
の
建
設
及
び
養
蜂
家
へ
の
蜂

箱
の
配
布
等
の
支
援
を
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
セ
ネ
ガ
ル
で
は
蜂
蜜
の
生

産
は
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、石
鹸
化

粧
品
や
薬
剤
カ
プ
セ
ル
等
の
原
料
と

し
て
需
要
が
高
ま
っ
て
い
る
蜜
蝋
に

関
し
て
は
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
利
用
さ

れ
る
こ
と
な
く
捨
て
ら
れ
て
き
ま
し

た
。こ
の
支
援
に
よ
り
、地
方
に
暮
ら

す
養
蜂
家
や
蜂
蜜
の
精
製
に
従
事
す

る
女
性
達
に
と
っ
て
蜜
蝋
事
業
は
新

た
な
収
入
源
と
な
り
、実
際
に
従
事
し

た
女
性
グ
ル
ー
プ
の
収
入
向
上
に
つ

な
が
り
ま
し
た（
４
、５
、６
）。

　

こ
の
活
動
に
重
要
な
ア
フ
リ
カ
ミ

ツ
バ
チ
は
森
林
に
生
息
し
て
い
る
た

め
、蜜
蝋
を
得
る
た
め
に
は
森
林
を
適

切
に
維
持
、管
理
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。こ
の
よ
う
に
森
林
か
ら
の
恵
み

を
活
用
し
た
産
業
を
育
成
す
る
こ
と

で
、自
然
資
本
の
一
つ
で
あ
る
森
林
の

持
続
可
能
な
管
理
に
向
け
、地
域
住
民

に
自
ら
森
林
を
保
全
す
る
意
識
を
根

付
か
せ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。同
支
援

は
、こ
れ
ま
で
に
無
い
新
し
い
試
み
で

あ
り
ま
し
た
の
で
、関
係
者
や
地
域
住

民
へ
の
協
力
依
頼
・
調
整
に
時
間
と
労

力
を
大
い
に
費
や
し
ま
し
た
が
、精

製
施
設
建
設
後
の
引
渡
式
等
の
機
会

に
地
域
住
民
か
ら
生
の
喜
び
の
声
が

聞
か
れ
た
こ
と
が
自
分
に
と
っ
て
も

大
き
な
糧
と
な
り
ま
し
た
。自
分
が
関

わ
っ
た
こ
れ
ら
の
活
動
を
通
じ
て
、将

来
の
セ
ネ
ガ
ル
の
森
林
の
減
少
や
劣

化
の
抑
制
に
つ
な
が
る
こ
と
を
大
い

に
期
待
し
て
い
ま
す
。

５ 精製された蜜蝋

JICAセネガル事務所でセネガルの砂漠化等について講演
を行う榎本書記官

図１　1940年から1994年までの10年毎の降雨量の変化
※セネガル砂漠化対策国家戦略1998より作成

図２　1965年と1994年の森林の状況
※セネガル砂漠化対策国家戦略1998より作成

６ 精製された蜜蝋は石
鹸、化粧品等に利用され
る他日本にも輸出され
ています

４ 蜜蝋精製研修の様子
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TOPICS 02

特と

く

て

い

ぼ

じ

ゅ

定
母
樹
の
申
請
・
指
定
と

原
種
苗
木
の
増
殖
・
配
布
の
推
進

■
林
木
育
種
の
推
進

　

林
木
育
種
セ
ン
タ
ー
で
は
、林
業
の
生
産

性
の
向
上
等
を
目
的
と
し
て
林
木
の
優
良

品
種
の
開
発
等
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。全

国
か
ら
選
抜
さ
れ
た
ス
ギ
、ヒ
ノ
キ
、カ
ラ

マ
ツ
等
の
成
長
等
が
優
れ
た
樹
木（
精
英

樹
）を
交
配
親
と
し
た
９
，０
０
０
以
上
の

組
み
合
わ
せ
の
交
配
を
行
い
、そ
こ
か
ら
生

ま
れ
た
20
万
個
体
以
上
の
個
体
の
中
か
ら

選
抜
し
て
、さ
ら
に
優
れ
た
第
二
世
代
精

英
樹（
エ
リ
ー
ト
ツ
リ
ー
）の
開
発
を
平
成

24
年
か
ら
進
め
、平
成
30
年
度
末
ま
で
に

９
０
０
系
統
を
選
抜
し
て
い
ま
す
。

■
特
定
母
樹
へ
の
申
請

　
「
森
林
の
間
伐
等
の
実
施
の
促
進
に
関
す

る
特
別
措
置
法
」の
一
部
改
正
に
よ
り
、特

に
優
良
な
種
苗
を
生
産
す
る
た
め
の
種し

ゅ
ほ穂

（
※
１
）を
採
取
す
る
樹
木
を
農
林
水
産
大
臣

が「
特
定
母
樹
」に
指
定
す
る
制
度
が
平
成

25
年
に
新
設
さ
れ
ま
し
た
。平
成
30
年
度
末

現
在
、特
定
母
樹
と
し
て
、林
木
育
種
セ
ン

タ
ー
が
申
請
し
た
ス
ギ
１
７
５
系
統
、ヒ
ノ

キ
42
系
統
、カ
ラ
マ
ツ
61
系
統
、グ
イ
マ
ツ

１
系
統
の
合
計
２
７
９
系
統
が
指
定
さ
れ

て
お
り
、そ
の
う
ち
２
３
１
系
統
が
エ
リ
ー

ト
ツ
リ
ー
か
ら
選
ば
れ
て
い
ま
す（
写
真

１
、図
１
）。

（
※
１
）	

苗
木
を
育
成
す
る
た
め
の
種
子
や
、さ
し
木
や
つ
ぎ
木

に
用
い
る
穂

写真１
特定母樹に指定された
エリートツリーの初期成長

特性母樹に指定されたスギ
のエリートツリー。５年生
で樹高が５ｍまで成長して
いる。
左に写っているスギも全て
エリートツリーで、エリー
トツリーの中でも成長が優
れているものが特定母樹に
指定されている

図１ 特定母樹の指定数（平成31年３月現在）

種子親：種子を採取する親木、母樹
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■
原
種
園
の
整
備

　

林
木
育
種
セ
ン
タ
ー
で
は
、特
定
母
樹
等

の
原
木
か
ら
さ
し
木
や
つ
ぎ
木
に
よ
り
ク

ロ
ー
ン
増
殖（
※
２
）を
し
て
原
種
園
を
造
成

し
て
い
ま
す
。こ
の
原
種
園
は
、各
都
道
府

県
や
認
定
特
定
増
殖
事
業
者（
※
３
）へ
原
種

苗
木
を
増
殖
し
て
配
布
す
る
た
め
の
拠
点

と
な
り
ま
す
。原
種
園
で
は
、さ
し
木
や
つ

ぎ
木
の
た
め
の
穂
を
安
定
的
に
供
給
で
き

図２　優良品種等の原種苗木の配布から造林までの流れ

写真２
スギの原種園

原種苗木を増殖す
る際に必要なさし
穂や接ぎ穂を採取
するために整備し
ます。特定母樹に
ついてもこのよう
な原種園の整備を
進めています

写真３
講習会の風景

左の写真は、林木育種セ
ンター九州育種場が都道
府県の育種担当者等を対
象として、開催した講習
会での現地検討の様子

る
よ
う
、整
枝
・
剪せ
ん
て
い定
を
行
い
、樹
形
を
整
え

ま
す（
写
真
２
）。

（
※
２
）	

さ
し
木
や
つ
ぎ
木
等
の
方
法
に
よ
り
、無
性
的
に
苗
木
を

増
殖
す
る
こ
と
。こ
の
よ
う
に
殖
や
し
た
苗
木
は
母
樹
と

遺
伝
的
に
全
く
同
一
な
個
体（
ク
ロ
ー
ン
）と
な
る
。

（
※
３
）	

特
定
母
樹
の
増
殖
事
業
に
関
す
る
計
画
を
作
成
し
、都
道

府
県
知
事
か
ら
そ
の
認
定
を
受
け
た
者

■
原
種
苗
木
の
増
殖
・
配
布

　

林
木
育
種
セ
ン
タ
ー
で
は
、都
道
府
県

や
認
定
特
定
増
殖
事
業
者
か
ら
要
望
を
聴

き
取
り
、原
種
園
か
ら
採
穂
し
た
穂
を
用
い

て
、つ
ぎ
木
や
さ
し
木
に
よ
り
原
種
苗
木
を

計
画
的
に
増
殖
・
育
成
し
、各
機
関
に
配
布

し
て
い
ま
す（
図
２
）。特
定
母
樹
の
制
度
が

始
ま
る
以
前
、林
木
育
種
セ
ン
タ
ー
で
は
、

毎
年
約
８
千
か
ら
１
万
本
の
原
種
苗
木
を

配
布
し
て
き
ま
し
た
が（
北
海
道
・
東
北
・
関

西
・
九
州
育
種
場
か
ら
の
配
布
分
も
含
む
）、

特
定
母
樹
の
指
定
と
と
も
に
特
定
母
樹
の

原
種
苗
木
の
配
布
要
望
が
年
々
増
加
し
、原

種
苗
木
の
配
布
本
数
は
平
成
30
年
度
は
約

２
万
本
に
ま
で
増
大
し
ま
し
た
。

　

特
定
母
樹
の
原
種
苗
木
の
配
布
を
受
け

た
都
道
府
県
や
認
定
特
定
事
業
者
は
、原
種

苗
木
を
親
木
と
し
て
、山
で
造
林
す
る
際
に

使
う
苗
木
を
生
産
す
る
た
め
の
種
子
や
さ

し
穂
を
生
産
す
る
採
種
園
、採
穂
園
を
造
成

し
ま
す
。（
図
２
）。

　

林
木
育
種
セ
ン
タ
ー
で
、各
機
関
か
ら
の

要
望
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、今
後
も
精
力
的

に
原
種
苗
木
の
生
産
・
配
布
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

■
講
習
会
の
開
催
、技
術
指
導
の
実
施

　

林
木
育
種
セ
ン
タ
ー
で
は
、採
種
園
や
採

穂
園
の
管
理
技
術
等
の
講
習
会
を
毎
年
20

回
以
上
行
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、こ
の
他
に

も
技
術
指
導
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。特
定
母

樹
の
採
種
園
や
採
穂
園
の
造
成
・
管
理
・
運

営
の
効
果
的
な
推
進
に
寄
与
す
べ
く
、講

習
・
指
導
を
引
き
続
き
行
っ
て
い
き
ま
す

（
写
真
３
）。
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署
の
基
礎
デ
ー
タ

所 在 地 岐阜県下呂市小坂町大島 1643 －２
区 域 面 積 	558,761ha
うち森林面積 	429,145ha	（森林率 77％）
国 有 林 	 39,526ha	（国有林率 9.2％）

管 轄 区 の
関係市町村

13 市18 町１村（岐阜市、羽
は し ま

島市、各
か が み は ら

務原市、山
やまがた

県市、瑞
み ず ほ

穂
市、本

も と す

巣市、岐
ぎなんちょう

南町、笠
かさまつちょう

松町、北
きたがたちょう

方町、大
おおがき

垣市、海
か い づ

津市、養
ようろうちょう

老町、
垂
たるいちょう

井町、関
せきがはらちょう

ケ原町、神
ごうどちょう

戸町、輪
わ の う ち ち ょ う

之内町、安
あんぱちちょう

八町、揖
い び が わ ち ょ う

斐川町、
大
おおのちょう

野町、池
いけだちょう

田町、関
せき

市、美
み の

濃市、郡
ぐじょう

上市、美
み の か も

濃加茂市、坂
さかほぎちょう

祝町、
富
とみかちょう

加町、川
かわべちょう

辺町、七
しちそうちょう

宗町、八
や お つ ち ょ う

百津町、白
しらかわちょう

川町、東
ひがししらかわちょう

白川村、下
げ ろ

呂市

持
続
可
能
な
森
林
づ
く
り
に
向
け
た
先
導
的
な
取
組

～
管
内
32
市
町
村
と
と
も
に
進
め
る
森
林
づ
く
り
～

　

岐
阜
森
林
管
理
署
は
、岐
阜
県
内
の
飛ひ

だ騨

川が
わ

、長な
が
ら
が
わ

良
川
、揖い
び
が
わ

斐
川
の
３
流
域
に
ま
た
が
る
、

約
４
万
ha
の
森
林
を
管
理
経
営
し
て
い
ま
す
。

管
内
の
地
方
公
共
団
体
数
は
、国
有
林
を
有

す
る
市
町
村
に
限
っ
て
も
10
、全
体
で
は
32

市
町
村
と
、非
常
に
多
い
の
が
特
徴
で
す
。

　

管
内
の
森
林
は
、御お
ん
た
け
さ
ん

嶽
山
を
は
じ
め
と
す

る
高
山
帯
か
ら
、県
都
周
辺
の
都
市
近
郊
林

ま
で
、地
形
や
気
象
、植
生
等
に
お
い
て
、多

様
性
に
富
ん
で
い
ま
す
。そ
の
た
め
、地
域
住

民
が
森
林
に
対
し
て
期
待
す
る
内
容
や
イ

メ
ー
ジ
も
、実
に
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。

　

岐
阜
森
林
管
理
署
で
は
、
森
林
に
対
す
る

地
域
住
民
の
様
々
な
期
待
や
要
望
を
受
け
て
、

国
有
林
が
有
す
る
技
術
力
や
資
源
を
活
用
し

て
、
管
内
市
町
村
に
対
し
先
導
的
な
役
割
を

示
す
た
め
、
以
下
の
よ
う
な
取
組
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
「
伐
っ
て
、使
っ
て
、植
え
る
」と
い
う
持
続

可
能
な
森
林
づ
く
り
に
向
け
て
主
伐
・
再
造

林
が
進
め
ら
れ
る
中
、低
コ
ス
ト
造
林
の
有

効
な
ツ
ー
ル
と
な
り
得
る「
コ
ン
テ
ナ
苗
」の

普
及
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。中
部
森
林
管

理
局
管
内
の
国
有
林
で
は
、新
植
時
に
お
け

る
コ
ン
テ
ナ
苗
利
用
率
は
す
で
に
８
割
を
超

え
て
い
ま
す
が
、岐
阜
県
内
の
民
有
林
で
は

１
割
程
度
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、そ
の
普
及

は
十
分
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。ま
た
、岐
阜
県
は

森
林
の
約
６
割
が
傾
斜
30
度
以
上
の
急
傾
斜

地
に
あ
る
こ
と
に
加
え
、人
工
林
の
樹
種
構

成
は
、ス
ギ
が
１
２
２
千
ha
で
あ
る
の
に
対

し
て
、ヒ
ノ
キ
が
２
０
９
千
ha
と
ヒ
ノ
キ
林

が
多
い
と
い
う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。こ
れ
ら

の
立
地
条
件
と
樹
種
特
性
を
加
味
し
た
低
コ

ス
ト
再
造
林
技
術
の
確
立
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。そ
の
た
め
、岐
阜
森
林
管
理
署
に
お
い

て
は
、岐
阜
県
森
林
研
究
所
と
協
力
し
、平
成

26
年
度
か
ら
優
良
ヒ
ノ
キ
コ
ン
テ
ナ
苗
の
普

及
に
向
け
た
実
証
試
験
を
共
同
で
重
ね
、毎

年
、関
係
者
に
よ
る
検
討
会
を
実
施
し
て
き

ま
し
た
。平
成
30
年
度
は
、試
験
研
究
を
重
ね

て
５
年
目
に
な
る
こ
と
か
ら
、優
良
ヒ
ノ
キ

管内概要
　 岐 阜 森 林 管 理 署 は、飛 騨 川、長 良 川、揖
斐川の３流域を含む32市町村にまたがる
39,497haを管理経営しています。
　飛騨川流域は、人工林が森林面積の70％を
占め、スギ、ヒノキ、カラマツ等が主体となっ
ており、天然林はコメツガ、シラベ、トウヒ等
の針葉樹林、ナラ、カンバ等の広葉樹林が各半
分を占めています。
　長良川流域は、人工林が58％、天然林が
42％、人工林はスギが29％、ヒノキが59％を
占めており、長良川の源流部と都市近郊に点
在しています。
　揖斐川流域は、ブナ、ナラ等の天然林が89％を占め、人工林は48％をヒノキが、39％をス
ギが占めています。
　また、管内は、貴重な森林生態系が含まれる北アルプスをはじめとする3,000ｍ級の山脈
を擁し、西に揖斐関ヶ原養老国定公園、中央に飛騨木曽川国定公園、北西に御嶽山県立自然
公園、位山舟山県立自然公園などを有しており、国定公園、県立自然公園の合計指定面積が
10,065haと大きいのが特徴です。

岐阜県

長
野
県

愛知県

富山県

石川県

福井県 岐阜
森林管理署

取 組
国有林野事業の

中
部
森
林
管
理
局　

岐
阜
森
林
管
理
署

写真１ 優良コンテナ苗の普及に向けたシンポ
ジウム（H31.8.21）

は
じ
め
に

コ
ン
テ
ナ
苗
の

普
及
に
向
け
た
取
組
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コ
ン
テ
ナ
苗
の
開
発
と
普
及
を
テ
ー
マ
に
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
た
と
こ
ろ
で
す
【
写

真
１
】。

　

林
業
の
成
長
産
業
化
を
推
進
す
る
上
で
、

民
有
林
・
国
有
林
を
問
わ
ず
、
再
造
林
コ
ス

ト
の
縮
減
は
不
可
避
の
課
題
で
す
。
中
部
森

林
管
理
局
管
内
で
は
、
全
国
の
各
森
林
管
理

局
と
同
様
、
伐
採
・
造
林
一
貫
作
業
シ
ス
テ

ム
の
積
極
的
な
導
入
に
取
り
組
み
、
平
成
30

年
度
に
は
植
栽
面
積
の
約
25
％
に
お
い
て
こ

の
シ
ス
テ
ム
を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
岐
阜
森
林
管
理
署
で
は
、

伐
採
・
造
林
一
貫
作
業
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に

平
成
29
年
度
か
ら
取
り
組
ん
で
お
り
、
平
成

30
年
度
は
管
内
の
七
ひ
ち
そ
う
ち
ょ
う

宗
町
上か
み
あ
そ
う

麻
生
地
区
森
林

共
同
施
業
団
地
に
設
定
さ
れ
て
い
る
ケ
ー
ス

ス
タ
デ
ィ
地
区
（
事
例
研
究
地
区
）
に
お
い

て
、
取
組
を
行
い
ま
し
た
。

　

他
方
、岐
阜
県
内
の
民
有
林
に
お
い
て
は
、

搬
出
間
伐
に
よ
り
木
材
生
産
量
が
着
実
に

増
加
し
て
い
る
一
方
で
、植
栽
後
の
鳥
獣
害

が
心
配
で
あ
る
こ
と
、収
益
が
十
分
に
見
込

め
な
い
こ
と
な
ど
を
理
由
に
、主
伐
・
再
造
林

の
取
組
が
進
ん
で
い
ま
せ
ん
。そ
の
た
め
、当

ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
地
区
に
お
い
て
、労
働
投

入
量
の
縮
減（
低
コ
ス
ト
生
産
・
造
林
）を
目

指
し
た
勉
強
会
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
、民

有
林
関
係
者
（
森
林
施
業
プ
ラ
ン
ナ
ー
、林

業
普
及
指
導
員
等
）を
広
く
含
め
た
現
地
検

討
、意
見
交
換
等
を
行
い
ま
し
た
【
写
真
２
】。

　

伐
採
跡
地
や
造
林
さ
れ
た
ば
か
り
の
幼
齢

造
林
地
な
ど
は
ニ
ホ
ン
ジ
カ
が
集
ま
り
や
す

く
、
植
栽
さ
れ
た
苗
木
へ
の
被
害
の
広
が
り

が
主
伐
・
再
造
林
の
大
き
な
障
害
と
な
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
、
前
述
の
ケ
ー
ス

ス
タ
デ
ィ
地
区
に
お
い
て
、
主
に
市
町
村
の

林
務
、
鳥
獣
害
対
策
担
当
者
を
対
象
と
し
た

ニ
ホ
ン
ジ
カ
食
害
防
除
対
策
検
討
会
を
、
森

林
技
術
・
支
援
セ
ン
タ
ー
と
協
力
し
て
開
催

し
ま
し
た
。
ニ
ホ
ン
ジ
カ
食
害
防
除
対
策
に

は
決
定
打
と
い
え
る
も
の
が
な
い
の
が
現
状

で
す
が
、「
防
除
」と「
捕
獲
」、い
わ
ば
守
り
と

攻
め
の
効
果
的
な
組
合
せ
に
よ
る
取
組
な
ど

を
、
民
国
の
関
係
者
が
知
恵
を
出
し
合
い
、

地
域
一
体
と
な
っ
た
ニ
ホ
ン
ジ
カ
対
策
を
推

進
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
考
え
て
い
ま
す

【
写
真
３
】。

　

平
成
30
年
９
月
に
岐
阜
市
内
の
養
豚
場
で

感
染
が
確
認
さ
れ
た
家
畜
伝
染
病
「
豚
コ
レ

ラ
」
は
、
養
豚
業
者
の
み
な
ら
ず
、
各
関
係

機
関
に
よ
り
全
力
の
対
応
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
岐
阜
県
及
び
関
係
市
町
村
で
は
、
ウ
イ

ル
ス
拡
散
防
止
の
様
々
な
対
策
を
講
じ
て
い

ま
す
。
岐
阜
森
林
管
理
署
に
お
い
て
も
署
と

現
場
が
一
丸
と
な
り
、
関
係
機
関
へ
の
協
力

を
進
め
て
い
ま
す
。

　

第
一
発
見
現
場
に
近
い
岐
阜
市
の
金き

ん
か
ざ
ん

華
山

国
有
林
で
は
、
日
々
多
く
の
登
山
者
が
訪
れ

る
た
め
、
登
山
口
に
靴
の
裏
に
付
い
た
泥
を

払
う
た
め
の
ブ
ラ
シ
と
、
ス
プ
レ
ー
式
の
消

毒
剤
を
配
備
し
ま
し
た
【
写
真
４
】。

　

ま
た
、
美み

の

し
濃
市
の
古こ
じ
ょ
う
ざ
ん

城
山
国
有
林
で
は
野

生
の
イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
ウ
イ
ル
ス
拡
散
を
防

ぐ
た
め
、
イ
ノ
シ
シ
の
移
動
防
止
柵
設
置
に

向
け
て
の
協
力
を
進
め
ま
し
た
。
関
係
機
関

と
の
現
地
立
会
い
や
条
件
整
備
等
を
迅
速
に

行
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
移
動
防
止
柵
を
早
期

に
設
置
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
【
写
真
５
】。

　

森
林
環
境
税
及
び
森
林
環
境
譲
与
税
に
関

す
る
法
律
の
国
会
審
議
や
、
森
林
経
営
管
理

法
の
施
行
な
ど
、
地
域
の
森
林
づ
く
り
を
取

り
巻
く
環
境
は
、
大
き
く
動
い
て
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
激
動
の
時
代
に
お
い
て
も
、

岐
阜
森
林
管
理
署
で
は
、
地
域
住
民
の
様
々

な
ニ
ー
ズ
に
こ
れ
ま
で
以
上
に
耳
を
傾
け
、

管
内
32
市
町
村
と
と
も
に
今
後
も
地
域
の
森

林
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

写真２

写真３

写真４

写真５

伐採・造林一貫作業システム勉
強会（H30.7.24）

ニホンジカ食害防除対策検討会
（H31.11.15）

ブラシ、消毒剤の設置
（金華山国有林）

イノシシ移動防止柵の設置
（古城山国有林）

伐
採
・
造
林
一
貫

作
業
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
取
組

ニ
ホ
ン
ジ
カ

食
害
防
除
対
策
に
向
け
た
取
組

豚
コ
レ
ラ
ウ
イ
ル
ス

拡
散
防
止
に
向
け
た
取
組

お
わ
り
に



（右）従来のスギ品種
（スギ精英樹）

（ともに植栽後４年）
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シンポジウム
「早生樹・エリートツリーの現状と未来」
～その可能性と課題を探る～を開催！

TOPICS 03

　林野庁は、平成31年３月４日に、東京大学弥生
講堂一条ホールにおいて、「早生樹・エリートツ
リーの現状と未来」と題したシンポジウムを開
催しました。
　主伐が進んでいる地域においては「次の世代
に何を植えるか」が大きなテーマとなっていま
す。こうした中、コウヨウザンやセンダンといっ
た成長の早い早生樹の植栽が注目されていま
す。また、林野庁では、スギ・ヒノキ・カラマツ等
従来からの造林樹種において、特に成長が早い
エリートツリーの開発・普及を進めています。
　このシンポジウムでは、これらの「林業の時間
軸を変えうる」新たな造林樹種の活用に向けて、
適地や施業方法などがどこまでわかっているの
か、今後何がわかってくるのかをテーマに、早生樹であるコウヨウザン、ヤナギ、センダンのほか、スギを中心とした
エリートツリーに関して、育種や施業体系、木材の利用についての研究者や現場で実践されている方々８名から講演
がありました。
　当日は、定員の300名を超える来場があり、質疑応答の時間でも多くの議論が交わされ、早生樹・エリートツリーへ
対する関心の高さがうかがえました。

シンポジウムの様子

コウヨウザン（植栽後55年）

（左）エリートツリー
（スギ）

センダン（植栽後16年）

※シンポジウムの講演資料については、林野庁HPに掲載
しておりますので、是非ご覧ください。
http://www.rinya.maff.go.jp/j/press/seibi/190204.html

シンポジウム
「早生樹・エリートツリーの現状と未来」

〜その可能性と課題を探る〜

Ⅰ 早生樹とエリートツリーへの期待と課題
　 宇都木玄氏（森林総研研究ディレクター）
　 松村順司氏（九州大学大学院教授）
Ⅱ 早生樹　〜いくつかの樹種を事例として〜
　 １ コウヨウザンの特性・育成
　　　 生方正俊氏（林木育種センター遺伝資源部長）
　　　 松本寛喜氏（四国森林管理局森林整備部長）
　 ２ エネルギー作物としてのヤナギ
　　　 原山尚徳氏（森林総研北海道支局主任研究員）
　 ３ センダンの育成・利用と経済性
　　　 横尾謙一郎氏（熊本県林業研究指導所育林環境部長）
　 ４ 利用者側からのアプローチ　〜センダン・広葉樹への期待〜
　　　 中ノ森哲郎氏（パナソニックエコソリューションズ創研㈱
　　　  上席コンサルタント）
Ⅲ エリートツリー
　 １ エリートツリーの開発・普及
　　　 倉本哲嗣氏（林木育種センター育種第一課長）
　 ２ 施業モデルの開発の状況
　　　 宇都木玄氏（森林総研研究ディレクター）
Ⅳ 今後に向けて〈林野庁〉
　 今後の推進方向の説明、支援策の紹介
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私
が
一
番
好
き
な
新
緑
の
季
節
で
す
。

　

み
ど
り
の
女
神
の
活
動
を
通
じ
て
、
発
見
や
挑
戦

の
毎
日
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

今
月
も
刺
激
的
な
ス
タ
ー
ト
を
切
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。

緑
の
募
金
強
化
月
間
に
合
わ
せ
て

総
理
官
邸
へ
訪
問

　

４
月
15
日
か
ら
５
月
14
日
ま
で
緑
の
募
金
の
全
国

一
斉
強
調
月
間
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

私
は
総
理
官
邸
に
行
き
、
安
倍
総
理
に
緑
の
羽
根

を
着
用
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

総
理
か
ら
の
お
話
で
は
新
国
立
競
技
場
や
小
学
校

な
ど
、
木
材
を
使
っ
て
い
る
建
物
が
増
え
た
こ
と
を

喜
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
総
理
も
木
を
使
う
こ
と
に
着

目
し
て
下
さ
っ
て
い
て
、
こ
れ
か
ら
の
日
本
が
益
々

木
の
香
り
に
包
ま
れ
る
こ
と
へ
の
期
待
が
大
き
く
膨

ら
み
、
と
て
も
楽
し
み
に
な
り
ま
し
た
。

　

私
は
官
邸
の
雰
囲
気
に
緊
張
し
な
が
ら
も
、
女
神

の
活
動
で
初
め
て
植
樹
し
た
場
所
が
安
倍
総
理
ご
出

身
の
山
口
県
だ
っ
た
こ
と
を
お
話
し
、
大
変
貴
重
な

時
間
に
な
り
ま
し
た
。

秋
田
県
の
林
業
の
現
状
を
見
て

植
樹
の
大
切
さ
を
痛
感

　

秋
田
県
の
再
造
林
施
策
に
賛
同
す
る
林
業
団
体
に

よ
る
県
へ
の
寄
付
金
贈
呈
式
に
出
席
す
る
た
め
、
秋

田
県
に
行
か
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

初
め
て
の
秋
田
県
で
驚
い
た
こ
と
は
、
空
港
か
ら

降
り
て
目
的
地
に
行
く
ま
で
の
か
な
り
長
い
時
間
、

伐
採
さ
れ
た
ま
ま
の
光
景
が
続
い
た
こ
と
で
す
。
こ

れ
に
は
と
て
も
驚
き
ま
し
た
。

　

お
話
を
聞
い
て
み
る
と
「
植
え
た
り
、
作
業
す
る

人
が
足
り
な
い
」
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
「
伐
っ
て
使
っ
て
植
え
て
育
て
る
」
サ
イ
ク
ル
は

女
神
に
な
っ
て
か
ら
、
よ
く
耳
に
す
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
が
、
そ
れ
を
支
え
る
「
人
」
の
問
題
の
難
し

さ
を
感
じ
ま
し
た
。

　

最
近
は
、
木
材
を
利
用
す
る
場
所
が
増
え
て
、
建

築
の
ほ
か
に
も
木
育
や
ア
ロ
マ
な
ど
、
温
も
り
や
癒

し
を
身
近
で
感
じ
る
使
い
道
が
注
目
さ
れ
て
い
ま

す
。「
使
う
」
が
充
実
し
て
き
た
こ
と
に
あ
わ
せ
て
、

改
め
て
「
植
え
る
」
も
し
っ
か
り
や
っ
て
い
く
こ
と

が
１
０
０
年
先
の
未
来
に
繋
が
り
ま
す
。
長
い
間
続

け
ら
れ
て
い

る
全
国
植
樹

祭
、
育
樹
祭

が
い
か
に
大

切
な
行
事
と

い
う
こ
と
も

改
め
て
自
分

の
中
で
し
っ

か
り
理
解
出

来
出
来
ま
し

た
。

温
か
く
て
元
気
な
人
々
や
木
材
を
活
か
し
た

さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
に
刺
激
を
受
け
る

　

翌
日
、
秋

田
駅
で
の
緑

の
募
金
活
動

は
更
に
気
合

い
が
入
り
ま

し
た
。

　

一
緒
に
募

金
活
動
し
た

子
供
達
も
と

て
も
元
気
で
、

沢
山
パ
ワ
ー

を
も
ら
い
ま

し
た
。

　

募
金
を
頂
い
た
方
々
か
ら「
寒
い
の
に
ご
苦
労
様
」

「
秋
田
に
き
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
」
な
ど
沢
山
の

温
か
い
お
言
葉
を
頂
き
嬉
し
か
っ
た
で
す
。 

　

秋
田
駅
と
い
え
ば
、
ウ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞

２
０
１
７
に
て
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
て
い
ま
す
。
県

を
形
ど
っ
た
椅
子
や
、
新
幹
線
座
席
の
ク
ッ
シ
ョ
ン

と
椅
子
を
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
さ
せ
た
り
な
ど
本
当

に
様
々
な
工
夫
が
さ
れ
て
お
り
、
お
洒
落
で
落
ち
着

く
空
間
が
作
り
出
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

自
分
の
目
で
見
て
、
感
じ
る
こ
と
は
本
当
に
勉
強

に
な
り
ま
す
。
私
は
こ
の
１
年
で
木
材
イ
ン
テ
リ
ア

を
作
る
事
も
目
標
に
し
て
い
て
、
地
域
ご
と
の
工
夫

に
刺
激
さ
れ
て
イ
メ
ー
ジ
が
膨
ら
み
始
め
て
い
ま

す
。
５
月
も
み
ど
り
が
気
持
ち
の
良
い
季
節
が
続
き

ま
す
。
新
た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
通
じ
て
沢
山
の
事
を

心
身
で
感
じ
て
き
ま
す
。

▲こども達と一緒に緑の募金活動！

▲再造林寄付金贈呈式

▲みどりの女神としての意気込みをお伝えしました

▲緑の羽根付の様子

藤本麗華（ふじもと れいか）

みどりの

　 女神が行く！
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